
第 6 回 みらいエンパワメントカフェ 2018

[日 時] ▶▶▶ 9月28日（金） 18:00～19:30

[会 場]

篠原 亮次 先生

（健康科学大学 健康科学部）

主催：筑波大学エンパワメント科学研究室
保育パワーアップ研究会

後援：生存科学研究所、日本保健福祉学会
筑波大学 RISTEX 社会技術研究開発センター

コーディネーター：安梅勅江（筑波大学医学医療系）
お問い合わせ：渡辺多恵子 drops-tsukuba.umin.ac.jp

みらいエンパワメントカフェは、人々の生き生きとした
豊かなみらいを拓く知恵を、実践者、研究者、当事者とともに
語らうカフェです。

講師

次回
予告

講師：渡辺裕一（武蔵野大学教授）
とき：10月12日(金) 18:00～19:30 
場所：筑波大学東京キャンパス 116教室

▶▶▶ 筑波大学東京キャンパス 117教室
〒112-0012 東京都文京区大塚3-29-1 

（丸ノ内線茗荷谷（みょうがだに）駅下車「出口１」徒歩５分程度）

https://www.tsukuba.ac.jp/access/bunkyo_access.html

すこやか親子
みんなでエンパワメント

東京都出身 2011年3月筑波大学大学
院社会環境医学専攻（博士課程）終了。
同大学研究員を経て、2012年6月山梨
大学大学院出生コホート研究センター
准教授。2016年4月健康科学大学健康
科学部 教授。専門分野は公衆衛生・疫
学、統計学、母子保健。

主要研究テーマ
1）母子保健関連の施策策定に関する研究協力
「健やか親子２１」の指標の最終評価および次期計画の

指標に関する調査・分析を行い、その結果を国の検討会へ
提出する研究班に研究協力者として参画している。

2) 胎児期から学童期に及ぶ子どもの発達コホーと研究
エコチル調査（環境省の全国的事業）の甲信ユニットセ

ンターにおいて調査・研究協力、主にデータの収集・時系
列分析などを行っている。この調査は、日本中で10万組の
親子を対象とし、子が胎児期から13歳に至るまで健康状態
を定期的に把握して環境要因が子の成長・発達にどのよう
な影響を与えるのかを調査する大規模な疫学調査である。

3) その他、地域研究
現在、所属大学の周辺市町村において地域包括ケアシス

テムに関する施策提案などの協力を行っている。


